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2020年（令和2年）2月〔№311〕
広 島

一
月
二
十
四
日
　
庄
原
比
婆
観
光
セ
ン
タ
ー

一
月
十
五
日
　
豊
平
ど
ん
ぐ
り
荘

庄
原
地
域
酪
農
振
興
会

西
部
ミ
ル
ク
会

12

　

庄
原
地
域
酪
農
振
興
会（
会
長　

赤
木

靖
）は
、
新
年
会
を
開
催
し
、
会
員
及
び

広
酪
・
庄
原
市
を
含
め
十
六
名
が
参
加

し
、
広
酪
か
ら
は
、
西
中
晃
専
務
、
名

越
道
弘
主
任（
生
産
振
興
課
）が
参
加
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
赤
木
会
長
か
ら
「
昨

年
は
台
風
被
害
に
よ
り
、
生
乳
廃
棄
や

牛
舎
の
浸
水
等
、
各
地
で
災
害
が
起
き

た
。
今
年
は
皆
が
無
事
に
一
年
過
ご
せ

る
よ
う
願
い
、
酪
農
に
従
事
し
た
い
」と

願
い
を
込
め
て
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
西
中
晃
専
務
か
ら
最
近
の

酪
農
情
勢
に
触
れ
て
、
二
〇
一
九
年
度

補
正
予
算
で
都
府
県
の
生
乳
生
産
基
盤

を
高
め
る
た
め
国
の
家
族
型
酪
農
向
け

の
施
策
と
し
て
「
乳
用
牛
増
頭
・
増
産
対

策
事
業
」の
準
備
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

に
は
成
牛
増
頭
分
に
対
す
る
一
頭
当
た

り
二
十
七
万
五
千
円
の
奨
励
金
が
交
付

さ
れ
る
見
込
み
に
あ
り
、
こ
れ
ら
要
綱

な
ど
詳
細
が
分
か
れ
ば
、
組
合
員
の
皆

様
に
案
内
し
た
い
と
説
明
し
、
こ
れ
に

は
参
加
者
か
ら
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。

　

会
員
か
ら
は
、
今
後
、
増
頭
を
目
標

と
さ
れ
る
会
員
が
多
く
、
庄
原
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
酪
農
業
を
皆
で
支
え
て

い
こ
う
と
い
っ
た
情
報
交
換
が
行
わ
れ

た
。

　

西
部
ミ
ル
ク
会（
会
長　

東
方
田
博
子
）

は
、
会
員
六
名
の
出
席
の
も
と
、
研
修
会
・

新
年
会
を
開
催
し
た
。
広
酪
か
ら
は
、
温
泉

川
寛
明
組
合
長
、
西
中
晃
専
務
、
藤
川
依
子

技
師（
経
営
支
援
課
）が
出
席
し
、
全
酪
連
三

次
事
務
所
か
ら
は
石
井
副
調
査
役
が
出
席
さ

れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
東
方
田
会
長
か
ら
新
年

の
挨
拶
を
交
え
て
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続

い
て
温
泉
川
組
合
長
か
ら
「
お
ら
が
組
合
・

ワ
ン
チ
ー
ム
」と
い
う
第
九
次
中
期
三
ヵ
年

計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（
案
）を
紹
介
、

Ｊ
Ａ
合
併
構
想
が
進
め
ら
れ
る
中
に

あ
っ
て
、
広
酪
が
引
き
続
き
専
門
農

協
と
し
て
残
り
た
い
思
い
を
伝
え
ら

れ
、
そ
の
た
め
に
は
組
合
の
様
々
な

事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
組
合

組
織
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
呼
び

か
け
た
。

　

西
中
専
務
か
ら
は
、
近
年
の
新
規

就
農
状
況
、
消
費
税
率
の
改
定
、
肉

用
牛
免
税
等
、
最
近
の
酪
農
情
勢
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
、
会
員
は
質
問
を

交
え
な
が
ら
話
を
聞
い
た
。

　

説
明
後
、
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
、

山
田
修
さ
ん
と
境
葵
さ
ん
、
田
島
あ

ゆ
み
さ
ん
の
特
集
番
組
を
視
聴
し
、

会
員
か
ら
は
「
な
ぜ
広
島
を
選
ば
れ

た
の
か
？
」「
北
海
道
で
は
な
い
の
か
？
」と

い
っ
た
疑
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
石
井
副
調
査
役
か
ら
は
、
購
買
品

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
全
酪
連
主
催
の
酪
農
セ

ミ
ナ
ー
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

新
年
会
は
、
温
泉
川
組
合
長
の
乾
杯
発
声

で
始
ま
り
、
会
員
は
お
互
い
の
近
況
を
報
告

し
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
終
始
賑
や
か
で

話
題
の
絶
え
な
い
会
と
な
っ
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
福
原
美
江
さ
ん
が
、「
今

年
も
一
年
元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」と
あ

い
さ
つ
さ
れ
、新
年
会
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

県
内
新
規
就
農
相
談
・
就
農
実
現

「
新
規
就
農
」な
ぜ
広
島
に
？
？
？

新
年
会
開
催

　
　
今
年
は
災
害
の
無
い
一
年
を
願
う

　
　
　
　
国
の
増
頭
奨
励
事
業
に
高
い
関
心



c o m m u n i t y

2020年（令和2年）2月〔№311〕
広 島

一
月
十
七
日
　
日
向
草

一
月
三
十
一
日
　
神
楽
門
前
湯
治
村

三
原
市
酪
農
振
興
会
・
世
羅
郡
酪
農
振
興
協
議
会

あ
き
た
か
た
酪
農
振
興
会

13

　

三
原
市
酪
農
振
興
会（
会
長　

新
舎
和
久
）

並
び
に
世
羅
郡
酪
農
振
興
協
議
会（
会
長　

内
海
利
彦
）は
、
合
同
研
修
会
と
新
年
会
を

開
催
し
、
総
勢
二
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
世
羅
郡
酪
農
振
興
協
議

会
の
内
海
利
彦
会
長
か
ら
「
酪
農
は
一
日
で

は
結
果
が
出
ま
せ
ん
。
日
々
の
積
み
重
ね
で

成
り
立
ち
ま
す
。
健
康
に
気
を
つ
け
て
頑

　

あ
き
た
か
た
酪
農
振
興
会（
会
長　

槇

野
大
樹
）は
、
新
年
会
を
開
催
し
、
会
員
・

関
係
機
関
含
め
て
二
十
七
名
の
出
席
が

あ
っ
た
。
来
賓
に
は
児
玉
浩
県
議
会
議

員
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
七
名
が
出

席
さ
れ
、
広
酪
か
ら
は
温
泉
川
寛
明
組

合
長
、西
中
晃
専
務
、盛
崎
伸
治
職
員（
生

産
振
興
課
）が
出
席
し
た
。

　

槇
野
会
長
か
ら
は
「
今
年
も
お
互
い

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、

一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ

う
」と
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
、
温
泉
川
組

合
長
か
ら
は
、
第
九
次
三
ヵ
年
計
画
に

掲
げ
る
「
消
費
者
目
線　

お
ら
が
組
合
・

ワ
ン
チ
ー
ム
～
そ
れ
は
意
識
し
続
け
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
～
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
提
案
し
、
組
合
事
業
の
利
用

で
し
っ
か
り
支
え
て
頂
き
た
い
と
お
願

い
し
た
。

　

ま
た
、
西
中
専
務
か
ら
は
最
近
の
酪

農
情
勢
を
説
明
し
、
乳
用
後
継
牛
増
頭

奨
励
事
業（
一
頭
当
た
り
二
十
七
万
五
千

円
）を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
興
味
を
ひ
き
、

関
心
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
終
始
和
や
か
に
進
み
、

地
元
の
市
議
会
議
員
も
出
席
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
場
に
議

員
が
多
数
集
ま
る
こ
と
は
珍
し
く
、
安

芸
高
田
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
伺

え
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
酪
農
廃
業
が
続
く
状

況
下
に
あ
っ
て
新
規
就
農
も
あ
り
、
特

に
田
島
あ
ゆ
み
組
合
員
の
就
農
・
活
躍

が
地
元
市
町
で
活
気
を
も
た
ら
し
て
い

る
と
聞
い
た
。
安
芸
高
田
市
の
成
人
式

で
は
田
島
組
合
員
が
新
成
人
に
向
け
て

「
広
い
視
野
で
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
三
十
七
カ
国
を
回
っ
て
き
た
経
験

を
踏
ま
え
、
志
を
高
く
理
想
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
に
成
功
や
利

益
を
も
た
ら
す
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ら

れ
、
若
い
人
に
刺
激
を
与
え
た
の
で
は

な
い
か
と
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
二
泊
三
日
の
北
海
道
ス
キ
ー

に
行
か
れ
た
際
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
出
来
た
と
の

感
謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
広
酪
と
し

て
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員
の
出
役
調
整

に
苦
労
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
支
援
体

制
を
頑
張
っ
て
い
る
現
況
か
ら
、
縁
の

下
の
力
持
ち
の
部
分
へ
も
目
を
向
け
て

頂
き
た
い
と
行
政
支
援
を
お
願
い
し
た
。

　

会
員
に
と
っ
て
、
今
年
一
年
頑
張
っ

て
行
く
中
で
、
大
変
活
気
を
も
た
ら
し

た
新
年
会
で
あ
っ
た
。

三
原
・
世
羅
地
域
合
同

　
乳
質
改
善
研
修
会
と
新
年
会
開
催

酪
農
は
日
々
の
積
み
重
ね
と
健
康
が
大
事
！

槇
野
会
長
「
地
域
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
」

新
規
就
農
か
ら
地
域
が
活
性
化

張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
広
酪
か
ら
温
泉
川
寛
明

組
合
長
が
「
消
費
者
目
線
で
安
全
・
安
心
な

生
乳
出
荷
を
し
て
欲
し
い
。
お
ら
が
組
合
・

ワ
ン
チ
ー
ム
で
組
合
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
西
中
晃
専
務（
広
酪
）か
ら
酪
農

情
勢
の
報
告
と
、
昨
年
四
月
に
新
規
就
農
さ

れ
た
方
並
び
に
今
年
四
月
に
も
酪
農
家
と
し

て
の
新
規
就
農
者
誕
生
の
予
定
に
触
れ
て
話

題
提
供
し
た
。

　

こ
の
他
、
国
の
和
牛
・
乳
用
牛
の
増
頭
・

増
産
対
策（
生
産
基
盤
強
化
）事
業
に
よ
る
奨

励
措
置
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
の
要
綱
・
要

領
、
公
募
団
体
が
決
ま
り
次
第
、
組
合
員
へ

通
知
し
、
事
業
活
用
に
よ
っ
て
生
乳
増
産
に

努
め
て
戴
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
乳
質
改
善
研
修
と
し
て
上

富
士
課
長
補
佐（
経
営
支
援
課
）か
ら
、
細
菌

数
・
乳
房
炎
等
で
格
差
金
負
担
が
生
じ
る
こ

と
が
無
き
よ
う
、
適
正
な
洗
浄
水
・
洗
剤
濃

度
・
洗
浄
水
の
温
度
に
注
意
し
、レ
シ
ー
バ
ー

ジ
ャ
ー
回
り
の
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
類
は
年
一
回

の
交
換
を
行
う
よ
う
注
意
喚
起
し
た
。

　

続
く
新
年
会
で
は
、
地
域
間
の
交
流
を
深

め
、様
々
な
会
話
や
笑
い
で
盛
り
上
が
っ
た
。



地
域
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一
月
二
十
七
日
　
東
部
倉
庫

甲
奴
郡
酪
農
組
合

一
月
九
日
　
Ｊ
Ａ
庄
原
西
支
店

山
内
酪
農
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甲
奴
郡
酪
農
組
合（
組
合
長　

道
田
稔

弘
）は
、令
和
元
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、

組
合
員
十
五
名
の
内
実
出
席
九
名
、
委
任

状
一
名
の
出
席
を
も
っ
て
、
総
会
は
有
効

成
立
し
、「
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
の
承
認
」、「
令
和
二
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
案
の
承
認
」、「
令
和
二
年
度

に
お
け
る
賦
課
金
徴
収
」の
三
議
案
を
全
て

可
決
承
認
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
道
田
稔
弘
組
合
長
か

ら
は
「
四
月
か
ら
乳
価
テ
ー
ブ
ル
が
変
更

と
な
る
の
で
、
乳
質
の
良
い
生
乳
を
多
く

出
荷
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
を
述
べ

ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
温
泉
川
寛
明
組
合
長（
広
酪
）

か
ら
は
、
新
年
の
挨
拶
に
加
え
、
最
近
多

発
す
る
抗
生
物
質
の
混
入
や
バ
ル
ク
ス

イ
ッ
チ
の
入
れ
忘
れ
等
に
よ
る
温
度
異
常

に
よ
っ
て
、
生
乳
廃
棄
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
注
意
を
促
し
、
こ
の
他
、
四

月
か
ら
始
ま
る
中
国
五
県
統
一
乳
価
評
価

テ
ー
ブ
ル
の
導
入
に
あ
た
り
、「
他
県
に
格

差
金
を
持
っ
て
行
か
れ
な
い
よ
う
に
消
費

者
目
線
で
安
全
・
安
心
の
生
乳
を
出
荷
し

て
欲
し
い
」と
要
望
し
た
。

　

続
い
て
、
上
富
士
課
長
補
佐（
広
酪
）か

ら
は
、
最
近
の
酪
農
情
勢
と
し
て
、
生
乳

生
産
は
四
年
ぶ
り
の
増
産
予
想
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
九
月
・
十
月
の
学
校
給
食
用

牛
乳
が
不
足
す
る
た
め
北
海
道
か
ら
の
移

入
に
頼
ら
ざ
る
得
な
い
状
況
や
、
国
の
補

正
予
算
と
し
て
は
二
〇
一
九
年
十
二
月
に

農
業
生
産
基
盤
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、

和
牛
・
乳
牛
の
増
頭
・
増
産
対
策
事
業
と

し
て
一
頭
あ
た
り
二
十
七
万
五
千
円
の
奨

励
事
業
に
つ
い
て
今
国
会
で
の
審
議
が
な

さ
れ
て
お
り
、
公
募
団
体
と
要
綱
・
要
領

が
公
表
さ
れ
次
第
に
案
内
す
る
こ
と
を
伝

え
、
次
年
度
以
降
の
乳
用
牛
導
入
事
業
希

望
調
査
へ
の
協
力
、
第
九
次
中
期
三
カ
年

計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（
案
）と
し
て

は
、消
費
者
目
線「
お
ら
が
組
合
・
ワ
ン
チ
ー

ム
」を
紹
介
し
、
一
丸
と
な
っ
て
相
互
扶
助

の
精
神
を
も
っ
て
、
社
会
的
責
任
の
も
と

に
社
会
貢
献
に
取
り
組
み
、
二
〇
二
〇
年

十
月
か
ら
の
広
酪
の
就
業
規
則
の
変
更
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
の
新
年
会
は
、
山
陽
乳
業（
株
）

の
中
山
篤
志
顧
問
の
乾
杯
発
声
に
よ
っ
て

始
ま
り
、
出
席
さ
れ
た
総
勢
二
十
名
の
中

で
四
月
に
就
農
し
、
新
規
加
入
す
る
予
定

の
山
田
修
さ
ん
と
境
葵
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、

歓
迎
ム
ー
ド
の
中
で
終
始
和
や
か
な
年
初

め
の
会
と
な
っ
た
。

令
和
元
年
度
通
常
総
会
　
上
程
議
案
全
て
承
認

新
規
加
入
に
歓
迎
と
期
待
の
声

　

庄
原
市
山
内
地
区
の
酪
農
家
二
戸
、元

酪
農
家
、広
酪
、Ｊ
Ａ
が
参
加
し
た
新
年

会
が
行
わ
れ
、広
酪
か
ら
は
温
泉
川
寛
明

組
合
長
、西
中
晃
専
務
、名
越
道
弘
主
任

（
生
産
振
興
課
）が
出
席
し
た
。

　

藤
岡
辰
彦
組
合
員
か
ら
は
、「
山
内
地

区
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、今
こ
そ
若

い
力
が
必
要
。若
い
人
に
地
域
を
盛
り
上

げ
て
貰
い
た
い
。ま
た
、日
頃
か
ら
支
援

頂
く
広
酪
並
び
に
Ｊ
Ａ
に
感
謝
す
る
」と

述
べ
ら
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、地
元
の
堆
肥
作
り
の
話

や
地
元
庄
原
産
米
の
東
京
進
出
の
話
題

等
で
盛
り
上
が
り
、地
域
活
性
化
の
た
め

に
そ
れ
ぞ
れ
情
熱
を
も
っ
て
奮
闘
さ
れ

て
い
る
様
子
が
聞
か
れ
印
象
的
で
あ
っ

た
。 山

内
地
区
新
年
会

若
い
力
に
期
待


